
成績評価における客観的な指標 

  

 富山市立富山ガラス造形研究所学則 

 

 （試験） 

第９条 試験は、年２回とし、学期の終わりに行う。ただし、臨時に行うことができる。 

   

２  病気その他やむを得ない理由により試験を受けることができない者は、あらかじ

め、その旨を所長に届け出なければならない。 

 

３  前項に定める者には、追試験を行うことができる。 

 

４  試験において不合格となった者には、再試験を行うことができる。 

 

 

 （成績の評価） 

第１０条 成績の評価は、Ｓ，Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄとし、Ｄは不合格とする。 

 

Ｓ 基本的な目標を十分に達成し、きわめて優秀な成果をおさめている 

Ａ 基本的な目標を十分に達成している 

Ｂ 基本的な目標を達成している。 

Ｃ 基本的な目標を最低限達成している 

Ｄ 基本的な目標を達成していないので再履修が必要である。 

 

 


